
岩
手
・花
立
Ⅱ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
花
立
地
内

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
及
川
　
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
社
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

花
立
Ⅱ
遺
跡
は
Ｊ
Ｒ
平
泉
駅
の
北
西
約
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
所
在
し
、
周
囲
に
は
特

別
史
跡
無
量
光
院
跡
や
、
特
別
史
跡
毛
越
寺
跡
の
飛
地
で
あ
る
白
山
社
跡
、
並

び
に
花
立
廃
寺
跡
が
あ
る
。
遺

跡
の
北
部
は
史
跡
金
鶏
山
に
続

く
丘
陵
地
、
南
半
部
は
平
坦
地

と
な
る
。
遺
跡
内
の
花
立
溜
池

付
近
に
は
三
十
三
間
堂
跡
の
伝

承
地
が
あ
る
。

第

一
次
調
査
は
歩
道
拡
幅
工

事
に
伴
う
も
の
で
、
幅
三
ｍ
か

ら
六
ｍ
と
狭
い
調
査
区
で
あ
る
。

検
出
遺
構
に
は
、
溝

。
柱
穴

・
土
坑

・
性
格
不
明
遺
構
な
ど
が
あ
る
。
出
上
し

た
か
わ
ら
け
や
陶
磁
器
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は

一
二
世
紀
に
属
す
る
。

木
簡
は
東
地
区
Ｎｏ
四
地
点
の
性
格
不
明
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
遺
構
は
、

一
辺
四
ｍ
以
上
の
方
形
と
な
る
平
面
形
で
、
深
さ
は
約

一
・
六
ｍ
掘
り
込
ま
れ
、

底
面
は
平
坦
に
な
る
。
部
分
的
な
検
出
の
た
め
、
全
体
の
規
模

・
形
状
は
不
明

で
あ
る
。
木
簡
は
埋
土
最
下
層
の
褐
灰
色
シ
ル
ト
質
土
に
含
ま
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
。
日
日

日
□

。
日
日
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蔦
じ
×
全
ｅ
×
∽
　
ｏ盟

判
読
は
で
き
な
い
が
、
複
数
行
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
絵
の
可
能
性
の
あ
る
部
分
も
あ
る
。
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所

（当
時
）
の
舘
野
和

己
氏

・
寺
崎
保
広
氏
の
ご
教
示
を
得

た
。

９
　
関
係
文
献

平
泉
町
教
育
委
員
会

『花
立
Ⅱ
遺

跡
第

一
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
盆

九
九

一
年
）

（及
川
　
司
）

(一 関)




